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ク
ラ
ス
タ
ー
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市

平
成
17
年
4
月
、
7
市
町
村
の
合
併
に
よ

り
新
し
い
「
富
山
市
」
が
誕
生
し
た
。
人
口

は
富
山
県
の
約
4
割
、
面
積
は
富
山
県
の
約

3
割
に
相
当
す
る
広
大
な
市
域
を
有
す
る
。

富
山
市
が
進
め
て
い
る
「
公
共
交
通
を
軸

と
し
た
拠
点
集
中
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
」
は
、
こ
の
広
い
市
域
に
、
旧
市
町

村
の
中
心
部
を
含
め
14
の
拠
点
を
整
備
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
を
公
共
交
通
で
結
ぶ
と
い

う
も
の
。こ
れ
が「
お
団
子
と
串
の
都
市
構
造
」

で
、
お
団
子
と
は
自
動
車
に
依
存
し
な
く
て

も
日
常
生
活
に
必
要
な
都
市
機
能
が
整
っ
た

徒
歩
圏
、
串
は
一
定
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
水
準

が
確
保
さ
れ
た
公
共
交
通
を
表
す
。
一
極
集

中
で
は
な
く
、
旧
富
山
市
中
心
市
街
地
を
本

丸
と
し
な
が
ら
、
諸
機
能
が
集
積
さ
れ
た
14

の
拠
点
を
配
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
型
の
都
市
構

造
を
目
指
し
て
い
る
。

富
山
市
は
市
街
地
の
人
口
密
度
が
40
・
３

人
／
ha
と
全
国
で
も
最
も
低
密
度
な
県
庁
所

在
都
市
で
、
市
街
地
拡
散
に
よ
る
行
政
コ
ス

ト
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

自
動
車
利
用
に
つ
い
て
は
交
通
手
段
分
担
率

が
72
％
と
中
核
都
市
圏
で
最
も
高
い
数
値
を

示
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
現
時
点
で

15
歳
以
上
の
約
3
割
の
市
民
が
車
を
使
用
で

き
ず
、
今
後
は
こ
の
層
が
急
増
す
る
と
懸
念

さ
れ
て
い
た
。

「
お
団
子
と
串
の
都
市
構
造
」
を
実
現
で

き
れ
ば
、
車
を
自
由
に
使
え
な
い
人
た
ち
も

利
便
性
の
高
い
都
市
生
活
を
享
受
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
拠
点
ご
と
に
人
口

を
集
約
し
都
市
機
能
を
集
積
す
る
こ
と
で
、

都
市
管
理
の
行
政
コ
ス
ト
も
抑
制
で
き
る
。

「
富
山
市
の
公
共
交
通
形
態
を
生
か
せ
ば
、

車
に
頼
ら
な
く
て
も
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
る
。
公
共
交
通
の
活
性
化
、

中
心
部
の
発
展
回
帰
、
行
政
コ
ス
ト
の
抑
制

な
ど
、
一
石
二
鳥
ど
こ
ろ
か
何
鳥
も
の
効
果

が
期
待
で
き
る
計
画
」
と
富
山
市
都
市
整
備

部
交
通
政
策
課 

高
森
長
仁
課
長
は
話
す
。

公
共
交
通
を
軸
に
し
た
都
市
構
想
は
旧
富

山
市
時
代
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
平
成

16
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
富
山
市
総
合
的
都

市
交
通
体
系
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、
合

併
後
の
広
域
化
を
見
越
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

と
総
合
的
な
交
通
体
系
の
確
立
を
一
体
化

さ
せ
た
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
。
合
併
後
、

こ
の
プ
ラ
ン
を
引
き
継
ぎ
「
富
山
市
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。
道
路
整
備

や
施
設
整
備
を
主
軸
に
置
い
た
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
多
い
中
で
、
そ
の
基
本
理
念

に
「
公
共
交
通
を
軸
」
に
据
え
た
富
山
市
の

都
市
構
想
は
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
と
公
共
交
通
の
一
体
化

「
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
お
お
む
ね
20
年
後

ま
で
に
必
要
な
公
共
交
通
活
性
化
施
策
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
が
平
成
18
年
度
に
策
定
し

た
「
富
山
市
公
共
交
通
活
性
化
計
画
」
だ
。

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
必
要
な
も
の
は

行
政
が
コ
ス
ト
を
負
担
し
て
公
共
交
通
を
活

性
化
さ
せ
、
公
共
交
通
の
活
性
化
と
沿
線
の

ま
ち
づ
く
り
を
一
体
的
に
行
っ
て
い
く
。
郊

外
や
中
山
間
地
域
に
は
地
域
特
性
に
応
じ
た

多
様
な
生
活
交
通
を
確
保
す
る
。
沿
線
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
で
、
現
状
で
は
広
く
拡
散

し
た
人
口
密
度
分
布
を
、
将
来
的
に
、
公
共

交
通
沿
線
で
高
め
て
い
く
の
が
最
終
目
標
だ
。

鉄
軌
道
6
路
線
と
幹
線
バ
ス
13
系
統
を

「
公
共
交
通
軸
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
路

線
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、

沿
線
に
「
公
共
交
通
居
住
推
進
地
区
」
を
設

定
し
、
住
宅
助
成
な
ど
に
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
徒
歩
圏
と
し

て
鉄
軌
道
駅
か
ら
お
よ
そ
５
０
０
ｍ
・
バ
ス

停
か
ら
３
０
０
ｍ
の
範
囲
に
住
ん
で
い
る
市

民
の
割
合
を
「
現
在
の
約
３
割
か
ら
、
20
年

後
に
は
約
4
割
ま
で
増
や
す
の
が
市
の
目
標
」

（
高
森
課
長
）
だ
。

徒
歩
圏
内
に
日
常
生
活
に
必
要
な
機
能
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
拠
点
が
日
常
の
足
と
し
て
使
え
る
公
共
交
通
で
結
ば
れ
て
い
る―

―

富
山
市
が
進
め
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
お
団
子
と
串
の
都
市
構
造
」
だ
。

富山市 都市整備部 交通政策課長

高森長仁
Nagahito TAKAMORI

「
お
団
子
と
串
」の

都
市
構
造
に
よ
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
。

REPORT



13 MINTETSU AUTUMN 2008

ま
た
、
平
成
26
年
の
北
陸
新
幹
線
開
業
に

向
け
て
富
山
駅
周
辺
や
中
心
市
街
地
の
活
性

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
中
心
市
街
地
活
性
法
に
基
づ
く
国
の
重

点
的
支
援
を
目
指
し
て
「
富
山
市
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
。
平
成
19
年

2
月
、
全
国
第
1
号
の
認
定
を
受
け
た
。

計
画
区
域
は
富
山
駅
周
辺
と
中
心
商
業
地

区
約
４
３
６
ha
で
、
計
画
期
間
は
平
成
19
年

か
ら
約
５
年
間
。
た
だ
し
計
画
期
間
終
了
後

も
、
平
成
26
年
度
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
北

陸
新
幹
線
開
業
ま
で
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
。
①
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
②
賑

わ
い
拠
点
の
創
出
③
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進

―
―

の
３
本
を
柱
に
27
事
業
を
策
定
、
公
共

交
通
の
利
便
性
の
向
上
に
お
け
る
取
り
組
み

と
し
て
は
、「
市
内
電
車
環
状
線
化
事
業
」「
富

山
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
」
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
成
功

公
共
交
通
活
性
化
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
見
て
み
よ
う
。

平
成
18
年
4
月
に
開
業
し
た
富
山
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
は
、「
お
団
子
と
串
の
都
市
構
造
」
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

富
山
駅
高
架
化
事
業
に
あ
わ
せ
決
定
さ
れ
た

Ｊ
Ｒ
富
山
港
線
の
路
面
電
車
化
は
、
平
成
15

年
5
月
に
市
長
が
正
式
発
表
し
た
。

Ｊ
Ｒ
線
を
路
面
電
車
化
す
る
の
は
日
本
初

の
試
み
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に

み
ら
れ
る
先
進
的
な
技
術
や
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
日
本
初
の
本
格
的
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
し
て

大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。
市
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
導
入
と
並
行
し
て
、
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り

も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
の

導
入
や
駐
輪
場
の
整
備
、
駅
周
辺
の
住
宅
促

進
、
古
い
町
並
み
の
整
備
・
保
存
な
ど
だ
。

「
た
い
へ
ん
利
便
性
の
高
い
新
し
い
串
が

1
本
で
き
た
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
、

団
子
で
あ
る
沿
線
の
ま
ち
の
魅
力
を
ど
う
高

め
て
い
く
か
が
大
切
」
と
高
森
課
長
は
語
る
。

地
元
の
自
治
振
興
会
な
ど
民
間
に
よ
る
富
山

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
も
動
き
始
め
て
い
る
と
い
う
。

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
成
功
を
弾
み
に
、

第
2
の
「
串
」
づ
く
り
と
し
て
、
富
山
市
が

手
が
け
て
い
る
の
が
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
活
性
化

社
会
実
験
だ
。
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
は
、
富
山
駅

か
ら
高
山
駅
を
経
て
岐
阜
駅
に
至
る
鉄

道
路
線
。
利
用
者
の
減
少
が
減
便
を
招

き
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
低
下
が
さ
ら

に
利
用
者
の
減
少
を
加
速
さ
せ
る
と
い

う
悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
、
市
が
主

体
と
な
り
、運
行
頻
度
の
増
加
、フ
ィ
ー

ダ
ー
バ
ス
の
運
行
、
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド

用
駐
車
場
や
駐
輪
場
の
整
備
、
駅
の
ト

イ
レ
整
備
や
新
駅
（
臨
時
駅
）
の
設
置

な
ど
を
実
施
し
た
。
こ
の
活
性
化
社
会

実
験
は
、
平
成
18
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト

し
平
成
23
年
の
春
ま
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
18
年
と
19
年

の
乗
車
人
員
を
比
較
す
る
と
す
で
に
約

6
％
増
と
い
う
、
幸
先
の
い
い
結
果
を

出
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
富
山
地
方
鉄
道
市
内
電
車
の

ル
ー
ト
を
延
伸
し
て
中
心
部
を
環
状
線
化
す

る
「
市
内
電
車
環
状
線
化
事
業
」
も
始
ま
っ

て
い
る
。
平
成
21
年
12
月
に
は
完
成
予
定
で
、

平
成
26
年
の
北
陸
新
幹
線
開
業
時
に
は
、
富

山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
さ
ら
に
延
伸
し
、
高
架

化
し
た
新
富
山
駅
を
通
り
抜
け
て
富
山
地
方

鉄
道
市
内
電
車
と
連
結
さ
せ
る
予
定
だ
。

8
割
が
評
価
す
る
市
民
の
理
解

順
調
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
諸

施
策
を
進
め
て
い
る
富
山
市
だ
が
、
言
う
ま

で
も
な
く
そ
れ
も
市
民
の
理
解
が
あ
っ
て
こ

そ
の
も
の
だ
。「
計
画
を
推
進
す
る
に
当
た
っ

て
、
そ
こ
が
一
番
不
安
だ
っ
た
」
と
高
森
課

長
も
言
う
が
、
総
延
長
７
・
６
キ
ロ
の
富
山

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
全
体
の
８
割
以
上
の
人
が
「
評
価
す

る
」
と
答
え
て
い
る
。

ま
た
、平
成
20
年
度
の
公
共
交
通
の
維
持
・

運
行
・
支
援
等
（
施
設
整
備
は
除
く
）
に
関

す
る
市
の
予
算
も
５
億
８
０
０
０
万
円
と
、

一
般
会
計
予
算
（
１
６
６
０
億
円
）
に
占
め

る
割
合
が
意
外
に
低
い
こ
と
も
市
民
に
と
っ

て
は
説
得
材
料
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

「
公
共
交
通
活
性
化
は
行
政
が
や
る
も
の

と
思
う
人
も
い
る
が
、
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、

行
政
、
事
業
者
、
市
民
、
き
っ
ち
り
役
割
分

担
し
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な
い
と
、
持
続
で

き
な
い
」
と
高
森
課
長
は
話
す
。

富
山
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
は
、

着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

［車がなくても暮らしやすいコンパクトなまちづくり］
富山市のまちづくり政策と富山地方鉄道
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車を自由に使えない
市民にとっては
極めて不便

公共交通はあるが、
サービス水準が不十分で
利用しにくい

徒歩圏に日常の生活に必要な
機能が揃っていないため、
自動車がないと生活できない

徒歩圏

自宅食品スーパー

福祉施設 行政サービス
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日常の足として使える
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公共交通を活性化することにより、
自動車を利用しなくても日常生活
に必要な機能を利用できる
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